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iSlT･-i/i(r,( 争 A3T-1- H @I)頼 )dr (3)
言い換えれば､LJは ｢スピン｣尋^ 34,とのZeemancouplingであり､Tによる対称性の回
復は､通常のスピンにおいてIj,m)(m--i,…,i)の状態和をとることに対応している｡
このSlT]をLJについて展開すれば(初項として)F.D[Q]が得られる｡
量子ダイナミクスとアンサンブル平均の役割
以上は0次元近似の正当性を仮定した議論であるが､その正当化には､無視していた空
間依存性 (-ダイナミクス)の影響を評価 しなくてはならない｡つまり各点rにおける回
転r(r)を考える必要がある｡ このような空間依存性を考慮すると､有効場理論はexact
なGreen関数によって定義された(空間依存 した)輸送係数をもつ非局所模型となること
示す事ができる｡ 無次元コンダクタンスg≫ 1の場合には､slowmodeとfastmodeを分
離する事ができ､有効理論として､従来の拡散的シグマ模型FlQ]が再現される. また､
半古典近似をとれば､弾道的シグマ模型国が自然に得られる｡ つまり､種々のアンサン
ブル平均の操作は､系のダイナミクスを租視化するための有用な近似法の一種である､と
みなす事ができる｡
参考文献
【1]0･Bohigas,M.J.GiannoniandC.Schmit,Phys.Rev.Lett.52(1984),1.
[2]K･B･Efetov,Adv.Phys.32(1983)53.
[3]A･Altlandetal.inSupersymmetryandTraceFormulae,eds.I.V･Lerneretal.
NATOASISeriesB370(1999,KluwerAcademic);M.R.Zirnbauer,ibid･
[4]A･V･Andreevetal.,Phys･Rev･Lett.76(1996),3947･
- 4 97-
